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ルシウム (β･Tricalcium phosphate :･以下β･TCPと略す)が開発され､整形外
科領域では普及しているが､塀顔面領域での臨床使用報告は少ないOそこで本研究
では､顎顔面領域でのβ･TCPの骨修復における臨床的有効性を検証することを目
的に､インプラント埋入部位の周囲から採取した声家骨､β･TCP､PRPの複合体
を用いた骨再生療法により､骨増量を行った歯科インプラント治療患者について､
骨増量率､骨吸収率､インプラント体の予後､術後合併症､移植部位の組織像､自
家骨単独移植群との比較などの項目で騒床的検討を行った｡その結果､以下のよう
な結論を得ている｡
1.臨床上必要な骨量の回復
β･TCPを用いた骨増量により､インプラント体の埋人に必要な十分量の骨圭の
回復が得られた｡
2.琴入インプラント体の予後
埋入されたインプラント体の生存率は100%であり､正常な唆合機能の回復が得
られた｡
3.手術侵襲の低減
施術部位がインプラント埋入部位､または骨移植部位のみとなり､自家骨移植と
比較して術後合併症や侵襲の低減が図れた｡
4.自家骨移植群との骨吸収奉の差
移植骨の骨吸収率の比較においてβ･TPP群と自家骨移植群との間に有意差は欝
められなかった｡.
このことからβ･TCPの応用は､インプラント治療における骨増量において有効性が明ら
かとなり､治療の安全性の向上に貢献する研究業唐と考えられる｡従って本申請論文は博
士 (歯学)の学位授与に値するものと判断した｡
